
 

柳生地域学校規模適正化検討協議会ニュース 
                 

平 成 2 ７ 年 ３ 月 

教 育 政 策 課 

 

 

統合再編に係る調整事項について、市教育委員会事務局から報告をさせていただきました。 

 

 

柳生中学校と興東中学校との統合校の校名につきまして、市議会３月定例会にて、新しい校名『興

東館柳生中学校』が承認されました。 

統合校の校章、校歌（歌詞）の選定は、要領に基づき、両地域の代表者（柳生地域から、荻田会長、

福西副会長、大西副会長、興東地域から須蒲会長、西窪会長、田畠会長の 3 自治連合会長）による協

議を行い、選定いただきました。（裏面に掲載） 

まず、校章につきましては、生徒や地域住民に公募し、柳生中学校と興東中学校の両校で３１点の

応募をいただきました。応募作品につきましては、両校の校章を重ね合わせた案が９点と最も多く、

続いて、桜をモチーフとした案が８点ございました。桜のデザインにつきましては、多くの市立小学

校で使用されていることから、両校の校章を重ね合わせた案が採用されました。 

次に、統合校の校歌（歌詞）につきましては、柳生中学校と興東中学校の両校で６点の応募をいた

だきました。統合する両地域を連想でき、生徒になじみやすい歌詞であること等を選定の根拠とし、

「いにしえの奈良の都の山陵に（古都奈良の青垣の山や丘）」のフレーズではじまる、寺田幸子様（興

東中学校保護者）の応募作品が選定されました。作曲につきましては、興東小学校の校歌を作曲した

河合摂子先生（大阪音楽大学附属音楽院講師、奈良県立高円高等学校音楽科講師）に依頼し、作曲と

歌詞の修正等の助言もいただきました。 

 

 

 運行ルート、時刻表につきましては、先日の保護者説明会でお示しさせていただいた案（往路１便、 

復路２便の何れも２ルート）で、運行を開始してまいります。また、バスにつきましては柳生地域を

イメージしたラッピングを施しています。 

運用を開始してから、不都合等がございましたら、可能な範囲で修正をしてまいりたいと思います。 

 

 

 今春の人事異動では、統合再編による生徒への教育上の配慮が必要と考えられるために、統合校の

学級数から算出されます教職員定数に加え、加配教員として１名の教員が配置されます。 

 

 

この協議会として６回、また付随する集まりも含めて委員の皆様には、子どもや保護者のことを第

一において検討いただきありがとうございました。ご協力に感謝します。また、統合した後に起こっ

てくる課題についても、引き続き、教育政策課が責任をもって窓口となって当たっていただくことを

よろしくお願いしたい。 

 

第６回柳生地域学校規模適正化検討協議会が３月２７日(金)に開催されました。 

第 6号 

統合中学校の校名、校章、校歌について 

スクールバスについて 

人事異動について 

荻田会長から 



お問い合わせ先  奈良市教育委員会事務局教育政策課 ℡３４－５３８６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校章】                    【校歌】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉校記念式典の様子（平成２７年３月２２日（日）） 

（） 

荻田会長あいさつ 

生徒発表（合唱） 

生徒発表（木剣体操） 生徒発表（日本剣道形） 

小学生のことば 

谷校長あいさつ 福西委員長あいさつ 

興東館柳生中学校 校章・校歌（平成２７年４月１日制定） 

（） 

全員での合唱 

早蕨（さわらび）のように、すくすくと素直に成長し、年

と共に新たに、しかも風雪に堪えて、地中でお互いに固く

結びあい、豊かに伸びようと希（こいねが）っている。（旧

柳生中学校）また、蔦のように、粘り強く、ぐんぐん伸び

ることを願う意味が込められている。（旧興東中学校） 

 

河合先生は、興東小学校校歌の作曲をいただく際には、地

域を散策され、イメージを膨らませて作曲をいただいたこ

とから、この度の作曲についてもお願いし、お引き受けい

ただきました。 

これまで、柳生地域の皆様方には、柳生地域学校規模適正化検討協議会を設置していただき、

生徒たちにとってより良い教育環境となるように、度重なる協議をしていただきました。協議会

は閉じていただくこととなりますが、市教育委員会といたしましては、生徒たちが充実した学校

生活を送ることができるよう、これまでのとおり、教育政策課が窓口となり、できる限りの対応

をさせていただきます。今後とも相変わりませず、ご支援とご協力をお願いします。 


